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＜様式２＞ 

市町村及び河川の概要 

１．市町村等の概要 

１ 都道府県名 長野県 

２ 市町村名 千曲市 

３ 人口 57,617人（令和６年５月時点） 

４ 面積 120km2 

２．河川の概要 

（１）計画対象地の概要 

① 計画対象地の位置 

計画対象地は、長野県千曲市の戸倉地

区の南部、千曲川を挟んで上山田地区の

北東部に隣接する場所にあり、千曲市の

主要な観光地である戸倉上山田温泉に

隣接した千曲川河川敷に位置する。  

   ② 計画対象地の範囲 

計画対象地は令和４年度に策定され

た「千曲市総合運動公園基本構想」（詳

細は 27、28 ページ参照）の３つのエリ

ア（戸倉体育館エリア、白鳥園エリア、

河川敷エリア）のうちの河川敷エリア

と、千曲川左岸側に整備された既存の都

市公園である戸倉千曲川緑地公園で構

成される。 

③ 周辺の土地利用 

周辺の土地利用は、左岸側に戸倉上山

田温泉（商業地域）、右岸側に新戸倉温

泉（商業地域）及び住宅地（主に「第１

種住居地域」「第２種住居地域」）となっ

ており、計画対象地内には戸倉千曲川緑

地公園が整備されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千曲川 

周辺の用途地域図 

計画対象地の位置 

白鳥園エリア 

戸倉体育館エリア 

計画対象地の範囲 

更埴地区 

戸倉地区 

上山田地区 千曲川 

千曲川 

計画対象地の範囲 

長野市 

坂城町 

万葉橋 

大正橋 

計画対象地の範囲図 

河川敷 
エリア 
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（２）これまで実施済みの関連施策  

【計画対象地内】 

・千曲川三本木及び上山田護岸災害復旧工事（令和２年５月～令和３年６月） 

    令和元年東日本台風災害により、左岸側の低水護岸の一部が破損したため、護岸の復旧工事（延

長約 40ｍ）を実施。（区間：89.5+13m～89.5+53m） 

  ・戸倉千曲川緑地公園（令和２年３月～令和２年８月） 

    令和元年東日本台風災害により公園が冠水したため、公園の復旧工事を実施。（A=995㎡） 

 

【周辺施設】 

  ・戸倉体育館エリア （仮称）千曲市新戸倉体育館整備事業 

    計画対象地右岸南側に隣接し、千曲市総合運動公園の戸倉体育館エリアを構成する事業の一つ

として、老朽化した戸倉体育館に代わる新体育館の整備を進めている（都市計画公園の決定を予

定）。令和 10年度に開催予定の国民スポーツ大会ではハンドボール会場としての活用を予定して

おり、国民スポーツ大会終了後は市民の利用をはじめ、大会や合宿誘致を通して地域活性化につ

なげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・白鳥園エリア 多目的広場の整備 

    計画対象地右岸北側に隣接する白鳥園南側に多目的広場を整備（令和６年８月供用開始）。芝

生の丘（直径約 80m）、園路（芝生の丘の外周約 250m）、水遊び場（噴水）、築山、四阿等が整備

されている。また、キッチンカーの乗り入れを想定したブロック舗装や外電源などもあり、イベ

ント利用なども想定した整備が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（都）千曲線 

河川保全区域 

千曲川 

万葉橋 

白鳥園 

戸倉体育館エリア全体配置イメージ図 

白鳥園エリア多目的広場 
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（３）市民や民間事業者による河川利活用状況 

・地域のイベント① 

     事業名、期間：信州千曲市千曲川納涼煙火大会（８月） 

     事業主体  ：信州千曲市千曲川納涼煙火大会実行委員会 

     実施場所  ：戸倉千曲川緑地公園 

     内容    ：2024 年で 93 回目となる県内屈指の規模を誇る花火大会。約１万発の花火が

打ち上げられる。来場者数約９万人。 

     関連ＵＲＬ ：http://www.chikuma-hanabi.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・地域のイベント② 

     事業名、期間：千曲川ナイトワイン&グルメフェス（2023年９月） 

     事業主体  ：一般社団法人信州千曲観光局 

     実施場所  ：戸倉千曲川緑地公園 

     内容    ：長野県内のワイナリーやワインのお供に楽しめるベーカリーなど約 30 店舗

が出店。来場者数約 2,000 人。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・河川アクティビティ① 

     事業名、期間：千曲川リバーサップ体験（５～10月） 

     事業主体  ：一般社団法人信州千曲観光局 

     実施場所  ：戸倉千曲川緑地公園付近 

     内容    ：インストラクターによる丁寧な事前講習もあり初心者でも安心して利用でき

る。必要な機材はあらかじめ用意してありレンタル品も充実。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・河川アクティビティ② 

     事業名、期間：釣ーリズム信州（冬期ニジマス釣り場）（10～２月 禁漁期間） 

     事業主体  ：更埴漁業協同組合 

     実施場所  ：千曲川万葉橋～大正橋間 

     内容    ：禁漁期間内に釣り（キャッチ＆リリース）を楽しめる。 

http://www.chikuma-hanabi.jp/
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・河川アクティビティ③ 

     事業名、期間：小中学生ニジマス釣り教室（10月） 

     事業主体  ：「釣ーリズム信州」千曲市戸倉上山田地域協 

議会 
     実施場所  ：戸倉千曲川緑地公園 

     内容    ：インストラクターによる指導もあり初心者

でも安心して参加できる（釣り具やライフ

ジャケットの貸し出し有）。  

 

 

・河川アクティビティ④ 

     事業名、期間：CHIKUMA river NIGHT CAMP FESTIIVAL 

（11月） 

     事業主体  ：アクティブ・ノーテンキーズ（有志団体） 

     実施場所  ：戸倉千曲川緑地公園 

     内容    ：千曲川河川敷（左岸）緑地を区割りし、 

            キャンプ体験を実施。 

 

 

  ・スポーツイベント等① 

     事業名、期間：千曲川ハーフマラソン（11月） 

     事業主体  ：千曲川ハーフマラソン実行委員会 

     内容    ：千曲川に沿って設定された全長約 21.1km

のコース。対象区域に隣接する堤防道路が

コースの一部に設定されている。 

 

 

  ・スポーツイベント等② 

     事業名、期間：千曲川サイクリングロードの活用  

     事業主体  ：科野さらしなの里サイクリング推進委員会 

     内容    ：市内の千曲川サイクリングロードをコース

として設定。サイクリングマップに記載。 

 

 

 

 

 

  ・スポーツイベント等③ 

     事業名、期間：シクロクロスミーティング上山田大会 

     事業主体  ：COGS 

     内容    ：千曲川左岸の万葉の里スポーツエリア 

（上山田中央緑地）において民間主催の 

シクロクロスレースが開催されている。 

 

 

 

  ・スポーツイベント等④ 

     事業名、期間：ずくだしサイクリングツアー  

     事業主体  ：ずくだし eco tour 

     内容    ：経験を積んだガイドが千曲市の里山に広がる文化・歴史・生活を案内。対象

区域に隣接する堤防道路がコースの一部に設定されている。 
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  ・スポーツイベント等⑤ 

     事業名、期間：長野県一周サイクリング Japan Alps Cycling Road 

     事業主体  ：JACP（Japan Alps Cycling Project） 

     内容    ：面積が広大で起伏に富み、四季折々の美しさに満ちている長野県の魅力を十

分に満喫してもらうために設定した長野県を一周するようなコース。東信エ

リアでは上田市・千曲市を結ぶ「一般県道上田千曲長野自転車道線」が設定

されており、計画対象地の左岸側の堤防道路がその一部となっている。 
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３．かわまちづくりの方針 

（１）地域における課題、必要性 

  １）市全体や地域の課題 

① 既存の地域資源の活用 

  計画対象地周辺には、温泉資源として、千曲川左岸に県内屈指の温泉街「戸倉上山田温泉」

が広がり、同右岸には日帰り温泉施設等の点在する「新戸倉温泉」がある。右岸の日帰り温泉

の一つ「白鳥園」は食堂等もある複合温泉施設で、南側に整備された多目的広場等を含め、『千

曲市総合運動公園構想』では白鳥園エリアに位置付けられている。 

  またスポーツ資源として、上記構想において、河川敷エリアを介して白鳥園エリアともつな

がる戸倉体育館エリアに、体育館や野球場、サッカー場、マレットゴルフ場等のスポーツ施設

が集積している。さらに計画対象地とその上・下流の千曲川河川敷には、様々なスポーツ施設

が整備されており、千曲川の軸線上のこの地域一帯がスポーツ施設の一大集積地となってい

る。 

  スポーツ後の温泉、さらには宿泊利用など、温泉資源とスポーツ資源は非常に親和性の高い

資源でありながら、近年の宿泊者数は漸減傾向にあり、両者の結びつきが必ずしも十分とはい

えないなかで、これらの有機的な連携を図り、地域資源の魅力を最大限に活かしていくことが

この地域に求められている。 

【周辺の地域資源】 

 ○温泉資源 

  ・戸倉上山田温泉（温泉旅館・ホテル、日帰り温泉施設、足湯） 

  ・新戸倉温泉（日帰り温泉施設、温泉旅館、足湯） 

・白鳥園（日帰り温泉施設、食堂等） 

 ○スポーツ資源 

・戸倉体育館エリア 

（戸倉体育館、野球場、サッカー場、テニスコート、マレットゴルフ場等） 

・萬葉の里スポーツエリア 

（野球場、サッカー場、陸上競技場、マレットゴルフ場等） 

・大西緑地公園 

（野球場、サッカー場、陸上競技場、マレットゴルフ場、スケートボード場等） 

 

② 観光利用者数の減少 

     戸倉上山田温泉には、年間約 76 万人（令和５年度）が観光利用で訪れているが、そのうち

の約７割が市内から来訪で、観光利用者数も昭和 50 年代から減少の一途を辿り、平成の初期

と比べても約３分の１程度まで落ち込んでいる。 

     他方、千曲市の人口も、平成 12 年（2000 年）をピークに減少に転じ、以降漸減傾向に歯止

めがかからず、この先、定住人口を増やしていくのも容易ではない。そうしたなかで地域経済

の活性化を図るためには、交流人口の増加につながる取組が不可欠で、『千曲市総合計画』に

は、これに寄与する取組として、スポーツ施設やスポーツイベント等の充実に大きな期待が寄

せられている。 
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③ 運動習慣者の割合の減少 

  千曲市では、運動習慣者の割合の減少とともに、肥満者数や糖尿病有病者の割合が増加傾向

にあり、肥満やメタボリックシンドロームの予防、改善につながる健康づくりの取組を市民に

広めていくことが必要となっている。 

『健康（ヘルス）アップ千曲 21』においては、健康づくりを推進するため社会環境の質の向

上を方針の１つに掲げ、これに基づく施策として「日常的に運動しやすいウォーキングコース

やシェアサイクルなどの環境整備の推進」が位置づけられている。 

誰でも気軽に取り組めるウォーキングは市民のニーズも高く、とくに生活環境に身近なこの

地域の河川敷は、安全性の高いコース整備が可能な場として、千曲川サイクリングロード等の

既存ウォーキングコースと連続性や周遊性を持たせた積極的な活用が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流人口の増加 健康づくりの推進 

温泉・宿泊 

イベント開催＋α 

 
キャンプ・BBQ 

 

ランニング・ジョギング 

河川アクティビティ 

野球、サッカーetc.. 

野外活動 

戸倉体育館エリア 
戸倉体育館、野球場、サッカー場、 

テニスコート、マレットゴルフ場 

地域資源の活用 

自然観察・景観 

新たなつながり 

これまでのつながり 

 

萬葉の里スポーツエリア 
野球場、サッカー場、陸上競技場、 

マレットゴルフ場等 

大西緑地公園 
野球場、サッカー場、陸上競技場、 

マレットゴルフ場、スケートボード場等 

戸倉上山田温泉 
温泉旅館、日帰り温泉、足湯 

温泉街のイベント 等 
白鳥園 
日帰り温泉、食堂、多目的広場 

新戸倉温泉 
温泉旅館、日帰り温泉、足湯等 

千
曲
川 

温泉資源 

スポーツ資源 軽スポーツ 

多様なアクティビティ 

 
紫文字：新たにできること 

黒文字：これまでできたこと 

 

地域におけるかわまちづくりの必要性のイメージ図 

千
曲
川 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド 計画対象地 

新たなスポーツ・

河川アクティビテ

ィ・イベント・自

然観察・野外活動

の場の創出 
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２）計画対象地の課題 

① イベント時の利用者の安全性、利便性の向上 

計画対象地左岸側の戸倉千曲川緑地公園は、川岸の散策や釣り、マレットゴルフ、広場での

レクリエーションなどで日常的に利用されているほか、煙火大会や、ワインフェスなどのイベ

ントが開催され、多くの人々が来場している。 

イベント時では、温泉街から高水敷の公園へ降りるための通路の不足などが課題となってお

り、イベントの開催や企画をする上で、施設の安全性や利便性の向上が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 河川景観の保全と眺望場所の整備 

計画対象地では、右岸側には五里ヶ峯をはじめとする山並み、左岸側には戸倉上山田温泉の

温泉街の広がり、河川軸上の下流に開けた先には戸隠連峰などの良好な景観を眺めることがで

きる。特に左岸側の温泉街からの円滑なアプローチや良好な河川景観を望む場所の確保等が観

光の観点から求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 地域住民にとって身近に親しめる場としての意識の低さ 

市内中高生アンケートの結果では、千曲川に対するイメージとして約４割が「自然豊かな場

所」と回答している。他方で約３割が「興味がない・気にしたことがない」、約１割が「危険・

怖い場所」と回答し、「遊べる場所」としての認識は１割程度と極めて低い状況であり、河川

が身近に親しめる場所になっていないことが読みとれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸倉上山田温泉側（左岸側）の堤防道路からみた河川景観 

千曲川煙火大会の様子（通路に人が集中し危険な状況となっている） 

千曲川に対する中高生のイメージ 

（市内中高生アンケート回答数：887） 
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④ 環境学習の場としての活用促進 

市内には千曲川の河川敷を利用した親水空間として「水辺の楽校親水公園」（平成 20～21年

度整備）があり、公園内には遊歩道、芝生広場、親水池、ワンドなどが整備されて、モズやオ

オヨシキリなどの野鳥や水生生物などがみられる水辺の環境学習や自然体験の拠点として、近

隣の小学校などで利用されている。 

また、水辺の楽校親水公園は戸倉地区の左岸側にあり、同地区の右岸側や上山田地区からの

アクセスがやや不便である。対して本計画対象地は、市街地に隣接し小学校等も近い立地であ

るため、環境学習の場としての利便性が高く、活用し易い整備が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水辺の楽校親水公園 

計画対象地の範囲 

周辺の小中学校 

上山田小学校 

戸倉小学校 

戸倉上山田中学校 
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（２）市町村の地域計画や沿川地域のまちづくりの中での河川の位置づけ 

・第三次千曲市総合計画（令和４年～令和８年） 

該当箇所：未来に繋げる自然と共生するまち（26ページ９行目～） 

掲載 URL：https://www.city.chikuma.lg.jp/gyoseijoho/seisaku_keikaku/sogokeikaku/5439.html 

 

・第三次千曲市観光振興計画（令和４年～令和８年） 

該当箇所：エリア毎のブランド強化（22ページ６行目～） 

千曲川の景観保全（24ページ 21行目～） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲載 URL：https://www.city.chikuma.lg.jp/soshiki/kanko/seisaku_keikaku/5192.html 

 

・千曲市都市計画マスタープラン（平成 31年策定） 

該当箇所：千曲川と里山が身近に感じられる市街地づくり（14ページ 31行目～） 

 

 

 

 

 

 

魅力ある地域資源の保全・活用・継承（17ページ２行目～） 

環境軸（水の軸）（20ページ９行目～） 

自然環境保全地域（河川地域）（30ページ１行目～） 

千曲川など市街地周辺の水辺の環境整備（38ページ 23行目～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     河川の整備方針（42ページ 28 行目～） 

     地域づくりの方針（62ページ 25行目～） 

掲載 URL：https://www.city.chikuma.lg.jp/soshiki/toshi_keikaku/kaihatsu_toshikeikaku/2/1606.html 
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・千曲市緑の基本計画（平成 24年３月策定） 

該当箇所：水辺のエリアの目標（77ページ 16行目～） 

 

 

 

 

 

 

 

      緑の将来構造（78ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      水辺のエリアの緑の配置・形成方針（87ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全・改善機能に関する施策（水辺エリア）（99ページ 31行目～） 

 掲載 URL：https://www.city.chikuma.lg.jp/soshiki/toshi_keikaku/kaihatsu_toshikeikaku/2/1617.html 

 

・千曲市歴史的風致維持向上計画（平成 28年５月策定） 

該当箇所：千曲市の維持向上すべき歴史的風致（40～41ページ） 

⑨千曲川流域にみる歴史的風致（90～92ページ） 

千曲川は、幾度となく洪水による被害を人びとに与えてきました。人びとは

堤防の整備や水天宮を祀り洪水に備えるとともに、豊かな水を農業用水や伝

統行事での禊ぎの場などに利用してきました。千曲川流域に暮らす人びとに

とって、かけがえのない歴史的風致として位置付けています。 

 

・第二次千曲市環境基本計画（平成 28年３月策定） 

該当箇所：長期目標 2-1泳ぎたい千曲川を復活します（14～15ページ） 

     長期目標 2-4多様な生物を守ります（20～23ページ） 
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（３）地域活性化や賑わいあるまちづくりに対する市町村や民間事業者の考え方 

① 整備コンセプト 

コンセプトは、基本構想の河川敷エリアの考え方を踏襲する。 

   

 かわを感じる・かわと親しむ・かわを楽しむ地域の縁側  

 

  縁側は、屋内と庭との間に位置した庭（自然）に対して開かれた空間であり、屋内の室と

室とをつなぐ通路にもなる。そこでは、日向ぼっこや庭の景色を眺めながらお茶を楽しむな

ど、憩いや団らんが繰り広げられる。 

  本計画対象地についても、地域と川をつなぎ、また周辺の施設をつなぎ、地域住民や観光

利用者が憩いや多様なスポーツ、レクリエーションにより川を感じ、親しみ、交流の場とな

る地域の縁側として、地域の活性化や賑わいに資する公園整備を進める。 

  

② 地域との関わり方・つながり 

・総合運動公園の基本構想では、「みんなが集い、憩い、楽しめるコミュニティスポーツパー

ク」を全体コンセプトに掲げ、総合運動公園が地域の人々の暮らしや経済、資源をうまく循

環させる一つのピース（核）として機能し、地域が「つながる」ことを目指しており、河川

敷エリアは戸倉体育館エリアと白鳥園エリアにまたがるエリアとして、両エリアと連携し、

千曲市総合運動公園整備エリア全体をつなぐ役割が期待されている。また、左岸側の戸倉上

山田地区との連携を図るうえでも重要なエリアとなっている。 

・計画対象地と周辺地域との関わり方は、以下の４つのつながりを軸とし、それをもとに施設

内容等を検討する。 

 

  １．温泉利用とにぎわいで地域がつながる 

  ２．スポーツ×温泉（宿泊）で対岸同士がつながる 

  ３．「歩きたい！走りたい！」で地域がつながる 

  ４．他の公園等と機能や風景で市全体がつながる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千
曲
市
総
合
運
動
公
園 

白鳥園 

エリア 

戸倉体育館 

エリア 

河川敷 

エリア 

計画対象地 

計画対象地 
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③ 整備方針 

 整備方針についても、基本構想の河川敷エリアの考え方を踏襲して以下のとおりとする。 

 

 ■方針１ 水害リスクを考慮した施設整備 

   水害に対する改修負担や機能不全リスクを考慮し、代替・一時的な利用停止可能な施設

の整備を図ります。 

  

■方針２ 川の流れや地形を活かし、自然環境と共生できる空間活用 

   河川の生態系保全も重要視し、河川断面や流路を考慮した空間活用で、自然環境との共

生を図ります。 

  

■方針３ 河川空間の魅力を引き出し、水辺とまちがつながる空間創造 

   河川空間の特性や魅力を引き出し、人々を誘い、エリア間さらには水辺とまちが有機的

につながる空間の創造を図ります。 

 

④ 管理及び活用の方針 

■方針１ 安全･安心に川とふれあえる場づくり 

  安全管理体制の構築、注意喚起や見通しの確保などの日常の安全対策、学校等と連携し

た河川の安全に関する広報活動などにより、子どもも安心して川とふれあえる場づくりを

進めます。 

・水難救助に関する資格を有する者などの協議会への参画 

・定期的な草刈りの実施などによる川岸の見通しの確保 

・サインによる注意喚起や増水時等の見回りなど、運営面による安全性の強化 

・緊急連絡体制の整備、管理棟への AEDの設置など、事故や緊急時の対策強化 

・学校等と連携した河川の安全な利用に関する広報等の実施 

 

■方針２ 川の自然環境や景観を味わえる場づくり 

  緑の軸としての環境を保全し、河川敷ならではの多様な動植物とのふれあいや、河川敷

ならではの景観を楽しめる場づくりを進めます。 

・まとまりのある河川環境の保全（自然保全ゾーンの設定） 

・河川景観を楽しむ景観スポットとなる場の整備 

・広大な敷地内を回遊（散策）できる動線の整備 

・自然観察会など自然とふれあう機会の創出（学校等との連携） 

・自然環境に関する情報提供（サイン設置、パンフレット配布等） 

 

■方針３ 気軽に訪れ、子どもも大人も遊べる場づくり 

  住宅地や温泉街など多くの人が集まるエリアの利点を生かし、気軽に訪れ、初心者でも

楽しめるアクティビティをソフト面、ハード面から提供できる場づくりを進めます。 

 ・地域で活動する団体等と連携した運営や維持管理の検討 

 ・子どもキャンプ体験、MTB の初心者コース設定など初心者でも楽しめる催しの開催や施

設整備 

    ・観光利用者なども気軽に体験できるように備品レンタル等を充実 

 ・隣接する市街地や観光地（温泉街）からのアクセス性の向上 
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（４）地域活性化や賑わいあるまちづくりに資する定量的目標 

 

指標 従前値 目標値 設定の考え方・測定方法等 

戸倉上山

田温泉利

用者数 

（KGI） 

76.5万人
※1 

（R５年） 

97.0万人 

（R13年） 

・ かわまちづくり対象範囲に隣接する戸倉上山田温泉の年

間利用者数。 

・ 千曲市観光振興計画で目指す数値目標を参考に目標値を

設定。 

施設利用

者数 

（KPI） 

－ 
3,000人 

（R13年） 

・ かわまちづくり対象範囲（河川敷エリア）内における主要

施設の年間利用者数（キャンプ場利用者数、釣券購入者数、

SUP事業利用者数）。 

・ 各施設の運営者から月別の記録を収集し合計する。 

※利用者のカウントが可能な施設のみを対象 

イベント

開催数 

（KPI） 

左岸側 

３回※2 

右岸側 

０回 

（R５年） 

左岸側 

６回 

右岸側 

６回 

（R13年） 

・ 計画対象地内で行われるイベントの年間の開催数。 

・ 令和５年度に実施されたイベントは釣りイベントと煙火

大会等３件のみ。今後、SUPやマウンテンバイクのイベン

ト等を定期的に実施し、年間を通じてイベントが開催され

る状況を目標として設定（月に１回程度を目標とする）。 

市政への

満 足 度

（「そう思

う」「やや

そう思う」

の回答率） 

（KPI） 

44％※3 

（R６年） 

49％ 

（R13年） 

・ 千曲市が毎年市民を対象に実施する市民意識調査より集

計する。 

・ スポーツやレクリエーション活動を楽しめる環境の充

実・整備を進めており、このうち「スポーツを通じ、心身

の健康と活力あるまちが作られている」と思う市民の割

合。 

・ 市域への波及を期待し、概ね５％程度の増加を目標値とし

て設定する。 

※1…長野県令和５年観光地利用者統計調査より 

※2…公園行為許可申請より 

※3…令和６年度千曲市市民意識調査より 
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４．推進体制・取組内容 

（１）これまでの取組状況 

千曲市では、令和４年度に「千曲市総合運動公園基本構想」を策定し、戸倉体育館エリア、白

鳥園エリア、河川敷エリア（右岸側）の各エリアのコンセプトや整備方針等を定めた。 

令和５年度には、河川敷エリアに加え、花火大会やその他イベント会場としても利用されてい

る左岸側の戸倉千曲川緑地公園を含む一帯を対象とし、かわまちづくり支援制度の活用を目指し

て「かわまちづくり協議会設立準備会」を立ち上げ、現地視察やワークショップを行いながら、

整備内容の検討、運営事業者探し、協議会設立の準備を行った。それをもとに、令和６年度に「か

わまちづくり協議会」を設立し、かわまちづくり計画の作成を進めている。 

 

 

（２）協議会、運営組織等の体制（図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域活性化や賑わいあるまちづくりに資する多様な関係者との連携・取組内容 

   

【協議会構成団体】 

    ・千曲市（事務局） 

    ・特定非営利活動法人千曲市スポーツ協会 

    ・科野さらしなの里サイクリング推進委員会 

    ・千曲市スポーツ推進委員会 

    ・一般社団法人信州千曲観光局 

    ・千曲商工会議所 

    ・戸倉上山田商工会 

    ・更埴漁業協同組合 

・河川利用事業者（SUPなど） 

  【その他】 

    ・周辺公共施設（白鳥園、戸倉体育館）指定管理者 

    ・戸倉上山田温泉まちづくり推進会議 

 

 

戸倉上山田地区かわまちづくり協議会 

【事務局】千曲市 

【構成団体】 

 スポーツ振興団体、観光関連団体、商工団体、漁業団体、教

育関係団体、有識者、関係行政機関（千曲川河川事務所）、地

元区長等地域住民、河川利用事業者（今後）、その他 

【オブザーバー】 

 長野県  

右岸側 

 

【占用主体】 千曲市長 

【施設使用者】 

民間事業者等 

【河川管理者】 

国土交通省 

北陸地方整備局 

左岸側 

（戸倉千曲川緑地公園） 

【占用主体】 千曲市長 

【公園管理者】千曲市長 

許可申請 

占用許可 

選定 施設使用契約 施設使用契約 
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５．安全な河川利用に向けた取組 

① ハード面の取組 

・水辺等の見通しの確保、入口への注意喚起サイン設置等 

川の水深が深く周囲の植生が繁茂して見通しが悪いなど、河川への転落の危険がある箇所に

は、立ち入りを防止するための措置（注意喚起サインの設置等）や周辺の植栽管理（草刈等）に

よる見通しの確保等を行う。また、緩衝帯として自然保全ゾーンを設定するなど、危険な場所に

近づかないようなエリア設定を行う。 

② ソフト面の取組 

・安全な河川利用に向けた体制構築 

協議会の構成員や連携する団体に安全な河川利用に資する有資格者（RESCUE３国際認定者や川

の指導者認定者等）が参画することより、水辺のリスクマネジメント学習、河川アクティビティ

に関する安全面での指導や安全確保が可能な体制を構築する。 

・ゾーンごとの利用水準の設定 

左岸側は低水護岸があり水辺に近づきにくい構造となっているが、右岸側の低水敷は河原が広

がり、容易に水辺に近づくことができる状況であり、降雨時に部分的に浸水するため、低水敷の

河川アクティビティゾーンや自然保全ゾーンの一部の利用については、管理境界を設けて安全な

利用を促進する。なお、運営面では子どもだけでの進入を原則禁止とし、敷地の出入口や高水敷

と低水敷の境界部には注意喚起のサイン等を設置し周知する。また、水辺の体験活動は水辺での

安全管理が行える運営者がいるイベントのみとし、河川は自由使用であるが、入ることは積極的

に推奨しない。 

・見回りの強化 

増水時や利用者が多い時期、イベント開催時などは、見回りや注意喚起を強化するなど、運営

面での安全対策を講じる。 

・安全な河川利用に関する事項の周知 

子どもだけで河川に近づかない、増水時には堤外地に入らないなど、安全な河川利用を行う上

で必要となる事項を学校等と連携して周知を行いながら、安全な河川利用を促進する。 

・安全な利用を推進するルール作り 

安全な利用を推進するために、施設単位で利用上のルールを設定する（例：デイキャンプ場の

整備に伴い、利用者の焚火使用が想定されることから、焚火の出来るエリアを厳密に設定する。

また焚火台の使用の徹底や一定の風速を越えた場合は火気厳禁など、ルールを明示する）。 

６．都市・地域再生等利用区域の指定に関する取組 

・本計画地では、公設によるデイキャンプ場や BBQ 広場、マウンテンバイクコース、河川アクティ

ビティのための用具置場等の設置を想定しているほか、既存の花火大会や敷地内におけるイベン

ト開催時等で民間事業者によるオープンカフェや移動販売車、テントサウナ等の設置の利用を想

定している。そのため、河川占用敷地許可準則第 22 条に基づく都市・地域再生等利用区域の指

定に向けて、千曲市、関係団体（商工会議所、観光局等）、事業者等からなる協議会を開催し、

河川敷地を利用するエリア、施設、主体、期間等について地域の合意形成を図る。 

・整備後も協議会を通じて地域や観光地（温泉街）をはじめ幅広く運営協力者や催しの主催・共催

者等を募り、本敷地の利活用を促進する。 

・民間事業者等の利用を促進するため、民間事業者等の河川利用のルールを明示するとともに、民

間による河川利用の可能性が高まったことを PRする。 

７．生物の生息・生育・繁殖の場の保全・創出に関する取組 

・千曲川では、本来の砂礫河原が大幅に減少し、生物多様性の低下が課題となっている。そのため、

自然保全ゾーンや河川アクティビティゾーンの整備にあたっては、既存の砂礫河原やワンド、オ

ギ群落などの保全、外来生物の抑制などを行い、河川敷特有の景観や自然環境、生態系の保全を

図り、魅力ある河川空間を創出する。また、スポーツゾーンやレクリエーションゾーンにおいて

は、ヤナギ類などの既存樹林等を活用した整備を行い、緑豊かな河川環境の維持に努める。 

・河川環境の保全を進めると同時に、多くの方に河川環境に関心を持っていただけるように、保全

ゾーンの楽しみ方（自然観察やバードウォッチング）の周知やイベント等の開催、より安全に利

用できるように散策路等の整備を行う。 



17 

 

＜様式３＞  

 

ソフト施策の個別施策計画書 

１．河川名 

  信濃川水系千曲川 

 

２．提案事業の実施範囲 

  千曲川 戸倉上山田地区 

 

３．提案事業の概要 

 千曲市を占用許可者として、行政や地元関係者、有識者等から構成する「戸倉上山田地区かわまちづ

くり協議会」により検討を進めながら、民間事業者等と連携して河川空間の活用を図る。 

河川敷地占用許可準則の特例措置により河川占用の規制緩和（都市・地域再生等利用区域の指定）を

実施し、デイキャンプ場やマウンテンバイクコース、河川アクティビティのための施設整備等を行うと

ともに、以下①～③のソフト施策を展開し水辺の賑わいを創出する。 

 

計画対象地の右岸側は、背後には主に住宅地が広がり、白鳥園エリア・新戸倉温泉や戸倉体育館エリ

アと隣接している。現状はほぼ未整備の河川敷となっており、隣接エリアと連携した利用を想定して、

整備及び利用を促進する。  

計画対象地の左岸側は、背後には主に温泉街（戸倉上山田温泉）が広がっている。現状は千曲市が占

有許可を受ける戸倉千曲川緑地公園として整備しており、煙火大会をはじめ様々なイベントが開催さ

れ、民間による利用も行われている。温泉街では、地域が主体となり設立された「戸倉上山田温泉まち

づくり推進会議」による河川敷を含めた温泉街のグランドデザイン策定を目指しており、観光利用を想

定した整備（改修）を行いつつ、民間による活用を含めた多様な利用を促進する。 

 

①隣接する施設と連携した活用推進と情報発信 

   計画対象地は、右岸側には千曲市総合運動公園基本構想における戸倉体育館エリア（体育館や野

球場、サッカー場等の施設を有する運動公園）と白鳥園エリア・新戸倉温泉（日帰り温泉施設や広

場）、左岸側には戸倉上山田温泉（温泉街・繁華街）が隣接しており、周辺施設と連携し、地域全

体をつなぐ役割が期待されていることから、各エリアの施設等と一体的に利用されることを想定し

たソフト施策を展開・推進する。また、これらの回遊性を高めていくために、現在使用されている

各種散策マップの改定・案内看板の作成や、市や観光局等の関連団体のホームページ・パンフレッ

トによる情報発信を検討していく。 

  

 

隣接するエリアや施設 利用内容 
計画対象地で展開する 

ソフト施策 

戸倉体育館エリア 

（総合体育館、野球場、 

サッカー場等） 

スポーツ大会、健康増

進を目的とした利用 

・イベント開催時の臨時的運用 

（臨時駐車場等） 

白鳥園エリア・新戸倉温泉 

（日帰り温泉施設、広場） 

日帰り温泉利用 

地域住民の憩いの場 

・既存エリアマップへの記載 

・イベント開催時の臨時的運用 

（臨時駐車場等） 

・備品などのレンタル 

戸倉上山田温泉 

（温泉街・繁華街・観光施設） 
宿泊を含む観光利用 

・既存エリアマップへの記載 

・備品などのレンタル 

千曲川サイクリングロード サイクルツーリズム ・既存サイクリングマップへの記載 

全体 

 ・案内看板の設置 

・ホームページ・パンフレットによる 

隣接エリアと連携した情報発信 
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② 川を感じふれあう機会の提供 

   千曲川に対して、「興味がない・気にしたことがない」「危険・怖い場所」と感じている地域住民

もいるなか、安全性を考慮しながら「かわを感じる・かわと親しむ・かわを楽しむ地域の縁側」と

しての整備を進め、地域の人達の利用を促す。 

   ・水辺の観察会など、身近にある河川環境や水辺にふれあう機会の創出 

   ・地域や学校と連携して安全性の確保と河川の楽しみ方を周知 

   ・計画対象地内には、低水護岸やテトラポット、樋門、水制工（埋没している）などの河川管理

施設があり、それらを活用した千曲川の治水対策などを学ぶ機会の創出 

   ・地域住民がより河川を身近に感じ、河川との関わりを深めていただくため、国が推進する住民

参加型の河川管理（ボランティアサポートプログラム等）を検討 

   ・千曲川クリーン作戦として、ごみ拾いを行いながら、あわせて河川敷内に繁茂したアレチウリ

を抜くという取組が行われており、地域に定着している。また、地元有志による自主的なごみ

拾いも定期的に行われており、これらを継続していく。 

 

③ 河川環境を活かした賑わいの場の創出 

   計画対象地の背後には、右岸側に住宅地、左岸側に温泉街（観光地）が広がり、多くの地域住民

や来訪者（観光利用者）の利用が見込まれる。現状では、戸倉千曲川緑地公園の広場等を活用し、

地元住民や温泉街を訪れた観光利用者等の参加を想定した煙火大会やフェス等のイベントが開催

されており、今後もこれらの活動を継続・促進するとともに、河川環境や今回整備する多目的広場

やデイキャンプ場等の施設を活用した新たなイベントの企画・開催していく。 

  ・これまで開催してきたイベント等の継続 

  ・河川環境や新たな施設を活用したイベント等の企画・開催 

  ・温泉街や地域の事業者等と連携した新たなイベント等の企画・開催 

 

（参考）位置図 

＜都市・地域再生等利用区域の指定を行う範囲＞ 

  ・千曲川右岸側堤外地及び左岸側堤外地（戸倉千曲川緑地公園）（下図   箇所） 
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＜様式４＞ 

 

ハード施策の個別整備計画書 

１．河川名 

信濃川水系千曲川 

２．整備範囲 

① 整備範囲：千曲川 戸倉上山田地区 

ハード施策は主に水害リスクの低い高水敷で行うものとし、自然保護の観点から樹林などが形成

されていない場所を中心に行う。樹林や繁茂した草地など自然度が高い場所については、自然保全

ゾーンとして保全する。また、低水敷の河川敷は河川アクティビティゾーンとして未舗装の散策路

を整備する程度とし、現状の地形や環境を活かした河川利用を促す。 

 

② 整備内容 （公園整備） 

整備計画１：右岸レクリエーションゾーン 

デイキャンプ場、多目的広場（２か所）、駐車場、管理施設、管理用通路（堤防階 

段、坂路拡幅） 

整備計画２：スポーツゾーン 

管理用通路（兼ウォーキング・ジョギングコース 兼自然観察路に活用）、 

マウンテンバイクコース、駐車場、管理用通路（堤防階段、坂路拡幅） 

整備計画３：左岸レクリエーションゾーン 

戸倉千曲川緑地公園（既存公園の改修）、管理用通路（堤防階段（２か所）、坂路拡 

幅） 

整備計画４：河川アクティビティゾーン 

河川アクティビティゾーン（リバーSUP、親水空間等）、釣り場、水辺散策路 

整備計画５：自然保全ゾーン 

         既存在来種の樹林やオギ群落の保全、ゾーン内を通る小径（歩道） 

 

（全体位置図） 
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３．整備内容 

 

整備計画１ 右岸レクリエーションゾーンの整備 

万葉橋下流の右岸側の高水敷をレクリエーションゾーンとし、デイキャンプ場や多目的広場（２か所）

を整備する。隣接する白鳥園や河川アクティビティゾーンとともに、レクリエーション×河川アクティ

ビティ×日帰り温泉の組み合わせで利用促進を図る。 

 

■デイキャンプ場 

河川敷におけるアクティビティとしてキャンプや BBQが一般的に知られているが、市内の千曲川

河川敷にはそれらを気軽に楽しめる場が整備されていない。計画対象地は市街地や温泉街に隣接し

ており、「明るい」「近くに温泉街がある」「気軽に買い出しに行ける」「野生動物との接触が少ない」

といった立地的な良さを活かし、キャンプ初心者でも安全安心に利用でき、河川を感じながらキャ

ンプやグランピング、BBQを気軽に楽しめる場として整備する。 

なお、宿泊利用の可否については、宿泊とした場合に必要となる設備（照明、監視カメラ等）や

管理運営体制等の検討が必要となるため、現段階ではデイキャンプ利用のみとし、整備後の利用状

況や需要をみながら、宿泊の可能性について検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■多目的広場（２か所） 

河川敷の広大な敷地を活かし、多目的な利用（散歩、遊び、スポーツ、イベント等）ができる芝

生広場を整備する。 

 

■駐車場 

レクリエーションゾーンや河川アクティビティゾーンの利用者用駐車場。また、隣接する白鳥園

エリアには多目的広場が整備され今後イベントなどが開催された場合、駐車場の不足が懸念される

ことから、白鳥園エリアの臨時駐車場としての活用も考慮し、駐車規模は 100台程度とする。 

 

■管理施設 

 河川を感じながらデイキャンプや BBQなどのアクティビティを楽しめるように、川岸まで近づけ

る動線の整備も行うため、安全性確保の観点から敷地内の巡視や利用者の緊急時対応ができるよう

に、管理人が常駐できる管理棟を整備する。また、敷地内に既存のトイレがないことから、管理棟

付近に仮設トイレを設置する。 

 

 

デイキャンプ場（イメージ） 
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■管理用通路（堤防階段、坂路拡幅） 

堤内地からレクリエーションゾーンへ徒歩によるアクセスが可能となるように、白鳥園の多目的

広場に近い位置に堤防階段を整備する。また、堤防道路の横断（白鳥園エリアとの歩行者移動）に

ついては最大限安全に配慮する整備となるよう検討していく。 

また、現在の坂路は舗装されているが幅員が狭いため、拡幅により安全性を高める。 

 

■白鳥園エリアとの連携 

デイキャンプや BBQを行う際に、利便性の観点からトイレや水場が近くに整備されているのが望

ましいが、敷地内（堤外地）には常設のトイレや水場を整備することができないため、堤内地にあ

る白鳥園の敷地内に整備を検討する。 

 

 

 ＜整備イメージ（パース絵）＞ 万葉橋上空から下流側を望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千
曲
川 万葉橋 

大正橋 

戸倉千曲川緑地公園 

白鳥園 
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整備計画２ スポーツゾーンの整備 

万葉橋上流の右岸側の高水敷をスポーツゾーンとし、ウォーキング・ジョギングコース、マウンテン

バイクコース、駐車場を整備する。隣接する戸倉体育館エリア（総合体育館、野球場、サッカー場等）

と連携し、日常の利用から大会時の利用まで、多様なスポーツ施設が集積するエリアの一部として利用

促進を図る。 

 

■管理用通路（ウォーキング・ジョギングコース、自然観察路） 

  戸倉体育館エリアと白鳥園エリアをつなぐ全長約 800ｍ程度の川や河川敷の景色や自然を感じる

コース。地域住民の日常のウォーキング・ジョギング利用、戸倉体育館エリアと連携した利用（多

目的広場と合わせてスポーツ大会時のウォーミングアップなど）、千曲川ハーフマラソンのコース

の一部としての利用など、多用途な利用が期待される。 

 （堤防階段） 

  スポーツゾーンへの徒歩によるアクセスは戸倉体育館エリアからとなるため、戸倉体育館エリア

側と合わせて堤防階段を整備する。また、堤防道路の横断（戸倉体育館エリアとの歩行者移動）に

ついては最大限安全に配慮する。 

 （坂路拡幅） 

現在の坂路は未舗装で幅員が狭いため、拡幅及び舗装により安全性を高める。 

 

■マウンテンバイクコース 

周辺の千曲川河川沿いでは、大西緑地公園の自転車広場、萬葉の里公園でのシクロクロス大会

の開催、堤防道路のサイクリングコースなど、自転車のアクティビティが多い。 

そうしたなか、新たな自転車アクティビティとして既存にはないマウンテンバイクコースを整

備し、多様な自転車アクティビティができる場として地域全体が盛り上がることが期待される。

地域住民の利用のほか、愛好家によるイベントや大会の開催なども推進していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■駐車場 

戸倉体育館エリアには大型の運動施設が集積しており、大会時などで駐車場の不足が懸念される

ことから、戸倉体育館エリアの臨時駐車場としての活用も考慮し、200台程度の駐車場を整備する。 

 

  

 

 

 

マウンテンバイクコース（イメージ） 
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 ＜整備イメージ（パース絵）＞ 万葉橋上空から上流側を望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A’ 

A 

断面図（A-A’）イメージ 

 

 

A’ A 

堤防道路 

マウンテンバイクコース 

3.5m                       165m                                                      3.5m 10m 程度 

管理用通路（兼ウ

ォーキング・ジョ

ギングコース） 

（幅員 3.5ｍ） 

 

園路（堤防下） 

（幅員 3.5ｍ） 

 

自然保全ゾーン 

千曲川 

万葉橋 

千
曲
川 

戸倉体育館 
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整備計画３ 左岸レクリエーションゾーンの整備 

左岸レクリエーションゾーンは公園（戸倉千曲川緑地公園）として整備されており、千曲川納涼煙火

大会やワイン＆グルメフェスなどのイベントが開催されている。既存施設を活かしながら、既存の堤防

階段の安全性や休憩場所の不足など現状の課題を解消するための施設整備（堤防階段等）を行う。また、

戸倉上山田温泉まちづくり推進会議等の地元団体との協議の中で公園のリニューアル内容を検討して

いく。 

 

■戸倉千曲川緑地公園（既存公園の改修） 

噴水やベンチなどの既存施設は、利用状況等を踏まえて撤去や更新を検討し、一部を BBQができ

る広場として整備する。マレットゴルフ場や駐車場については、既存施設を活用する方向とする。 

 

■管理用通路 

（堤防階段） 

左岸側の堤防道路は、温泉利用者等が河川を眺めながら散策するのに適しているが、道路幅員が

狭く歩行者の安全性の確保には課題がある。また、煙火大会の際には温泉街から高水敷の公園へ降

りるための通路の不足が課題となっており、観客が集中し渋滞を招き、安全性に懸念がある。 

そのため、温泉街からのアクセス性の向上、煙火大会時におけるスムーズな観客の動線の確保を

目的とした堤防階段を複数個所整備する。 

（坂路拡幅） 

現在の坂路は、舗装されているが幅員がやや狭いため、拡幅により安全性を高める。 
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整備計画４ 河川アクティビティゾーンの整備 

右岸側の低水敷、左岸側の低水護岸周辺を河川アクティビティゾーンとし、リバーSUP 体験や釣り、

水辺の自然観察などが行えるスペースとして整備を進める。 

既存の河川環境の良さを損なわず、安全に利用できるようにするための最低限の整備（アクセス動線

となる園路の整備等）を行う。 

 

■河川アクティビティゾーン（リバーSUP、親水空間等） 

既存の取組として、左岸側の低水護岸を活用したリバーSUP 体験が行われている。また、右岸側

の浅瀬も初心者のSUP体験に適していることから、更衣室や倉庫として使用する仮設テントの設置、

浅瀬までの動線や駐車スペースの整備等を行い、既存の取組を拡大する。 

また、右岸側の河川敷は砂礫河原が広がり浅瀬もあることから親水空間に適している。そこで、

比較的安全な浅瀬に近づきやすいように動線を確保し、川と触れ合えるアクティビティの創出を図

る。 

 

■釣り場 

右岸側の大正橋付近と左岸側の戸倉千曲川緑地公園の堤防は、釣り場として地域住民などが日常

的に利用されており、「小中学生のニジマス釣り教室」なども開催されている。また、万葉橋～大

正橋の区間は冬期のニジマス釣り場（10～２月）としても知られている。 

既存の利用を広めるとともに、より安全に利用しやすい場所とするため、釣り場までのアクセス

動線の整備を行う。 

また、釣り場に適したワンドなどの整備や万葉橋付近の樋門から流れる水路の取扱い等について

は、どのような形が最適であるか引き続き検討していく。 

 

■水辺散策路（利用者動線） 

現状の河川敷は大部分が大小さまざまな川石で覆われており、また起伏もあるため歩きづらい状

況であるため、車両通行によりできた既存動線を活用し、安全に敷地内を移動できる歩きやすい散

策路を整備する。 

 

 

整備計画５ 自然保全ゾーンの整備 

対象地の河川敷にはヤナギ等の樹木が散在し、水路やワンドの周りにはオギ群落が形成されるなど、

河川敷特有の豊かな自然環境が形成され、キジなどの野鳥もみられる。また、高水敷の河畔林は緑豊か

な河川景観の重要な要素となっている。これらの自然環境をできるだけ残し、自然とのふれあいや観察

会などができる場として整備を行う。 

 

■既存在来種の樹林やオギ群落の保全 

敷地内の既存の在来種（ヤナギ類、オニグルミ、クワ等）の樹林やオギ群落、草地はできるだけ

残し、多様な動植物の生息地を保全する。また、ゾーン内を流れている水路については、水質や植

生への影響を踏まえて保全の要否を検討する。 

 

■ゾーン内を通る小径（歩道） 

自然保全ゾーン内は、オギ群落をはじめ草木が繁茂する季節になると容易にゾーン内に入ること

ができず、また、降雨時には水路やワンドも増水するため危険である。そのため、自然観察等でゾ

ーン内を散策できるように小径を整備する。 
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４．整備の実現方策 

 デイキャンプ場、多目的広場、マウンテンバイクコース等のアクティビティに関する施設、及び管理

棟や仮設トイレ、用具置場、駐車場等の管理施設・便益施設などの施設、利用者動線等や樋門付近の水

路上を通過するための橋は、占用主体である千曲市が民間事業者等と連携して整備を進める。 

 また、堤防階段、堤防道路からの進入口（坂路）の拡幅、高水敷整正、ウォーキング・ジョギングコ

ースを兼ねた管理用道路など、河川利用上の安全・安心に係る施設の整備は、河川管理者（千曲川河川

事務所）が進める。 

 

 ・整備工程 

 

 

５．多自然川づくりに関する事項 

 千曲市では、千曲市環境基本計画の長期目標の１つとして「泳ぎたい千曲川を復活します」を掲げて

おり、砂礫河原の再生や外来生物の抑制を図りつつ、千曲川本来の自然環境を取り戻し、生物に適した

生息・生育環境を保全する取組を進めている。  

 そこで、本計画地においても既存のワンドやオギ群落、河畔林、砂礫河原等の河川敷特有の自然環境

をできるだけ保全するため、まとまりのある緑を「自然保全ゾーン」に設定する。また、繁殖力が強く

在来植物の生育を阻害する外来種のハリエンジュやアレチウリ、在来種のクズは可能な限り減らし、多

様な植生の回復を図る。 

さらに、その環境を活用して自然観察会イベント等の開催や学習の場としての活用を推進する。 

 



27 

 

 

６．その他特筆すべき事項 

（１）千曲市総合運動公園基本構想（令和５年３月策定）※抜粋 

「千曲市総合運動公園」は、合併時に未来の千曲市を描いた『まちづくり計画（新市建設計画）』

のなかで記載され、市内のいずれかの場所に整備したいと願われていた本市の夢の一つである。 

千曲市総合運動公園基本構想（以下「本構想」という。）の策定に至るまでには、平成 17年にお

ける「千曲市に野球場を含む総合運動公園の建設を求める市民の会」の設立や市議会への請願に始

まり、平成 19 年には「千曲市」となって初めて策定した『千曲市総合計画』に検討の必要性が位

置づけられて以降、整備位置など実現のための様々な検討が継続的に行われてきた。平成 24 年か

ら令和元年の間の検討では整備位置を戸倉体育館周辺として、平成 26 年からは宿泊施設との近接

性を活かし、戸倉体育館エリア、白鳥園エリア及びそれら２つのエリアを結ぶ河川敷エリアも一体

的に考えることとして、白鳥園や河川敷の敷地を含めた広域的な公園構想の方向性が示された。 

河川敷エリアは、河川を管理する国土交通省千曲川河川事務所とも協力して、誰もが親しめる空

間に整備していくことが望まれている。また、戸倉体育館エリアと白鳥園エリアを有機的に結ぶ自

然空間として、さまざまな利用の可能性を引き出しながら、新たなにぎわいの場としての整備も期

待がされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合運動公園全体のコンセプト】 

みんなが集い・憩い・楽しめるコミュニティスポーツパーク 

 

スポーツの捉え方が多様化する今日において、スポーツで「鍛える」「競う」はもちろん、スポ

ーツに「楽しむ」「親しむ」ことのできる施設整備を通じて、『みんなが集い・憩い・指します。楽

しめる』公園づくりを目指すとともに、スポーツ施設のみならず、公園内の自然環境や周囲の環境

を活かして、子育てや健康的な暮らし、多彩なアクティビティができる居心地のよい空間を生み出

すことによって、地域の拠り所となる『コミュニティスポーツパーク』を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各エリア位置図 

総合運動公園全体のコンセプトに対する意見 

総合運動公園の整備方針イメージ 
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【河川敷エリアの整備等に関する市民の意見】 

① 河川敷の活用方法に対する意見 

   デイキャンプや BBQなどのアウトドア、カヌーや釣り、水遊びなどの河川空間の利用、ウォ

ーキングやジョギングのためのコース設備など、多様な意見が出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 河川敷エリアの整備の方向性に関する意向 

河川と親しみながら、レクリエーションを楽しめる整備が望まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 河川敷エリアの整備のあり方に対する主な意見と方向性 

     河川とのふれあい、まちとのつながり、河川景観に関する意見がみられた。 
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（２）戸倉上山田温泉 

戸倉上山田温泉は、千曲川左岸の戸倉温泉と上山田温泉、同右岸の新戸倉温泉の３つの温泉の総

称で、「善光寺参りの精進落としの湯」として知られ、県内屈指の温泉街を形成してきた。高度成

長期からバブル期にかけては、大型の旅館やホテル、スナックなど数多くの飲食店が建ち並ぶ街を

芸妓衆が彩り、とくに賑わいをみせていた。現在も、往時の華やかな雰囲気を漂わせつつ、30軒以

上の旅館・ホテル・ゲストハウスのほか、日帰り温泉施設や新旧さまざまな飲食店の建ち並ぶ温泉

街は維持され続けている。また同温泉には 50 以上の源泉があり、銭湯でも温泉を掛け流せるほど

豊富な湯量がある。泉質はアルカリ性の単純硫黄泉など、ほのかに硫黄が香り、軟らかい湯触りで

肌に優しく、美肌の湯とも呼ばれている。さらに疲労回復や健康増進、病後の回復などのさまざま

な効能がある。こうした豊富で良質な温泉に恵まれた戸倉上山田温泉は、交通至便な市街地内にあ

り、宿泊容量も十分にあることから、スポーツ合宿や大会などにも対応可能な温泉地としても知ら

れている。 

観光利用者数 76.5 万人（県内 31.7万人 県外 44.8万人） 
出典：令和５年 観光地利用者統計調査結果，長野県 観光スポーツ部 山岳高原観光課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸倉上山田温泉 観光マップ 出典：千曲市総合パンフレット 

「不夜城」戸倉上山田温泉の夜景（昭和 37年） 

城山に設置された巨大看板（昭和 11年） 

千曲川の清流と戸倉温泉（昭和 10年） 
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（３）千曲小唄（民謡） 

戸倉上山田温泉の横を流れる千曲川の風情を歌った唄。昭和３年、戸倉温泉に正木不如丘作・中

山晋平作曲の「千曲小唄」が誕生し、翌４年晩春には、不如丘が竹久夢二を伴い滞在し、絵はがき

をはじめたくさんの絵を残して帰郷した。計画対象地の下流側に架かる大正橋には、竹久夢二の千

曲小唄の挿絵（歌碑）が飾られている。また、上流側にある千曲川万葉公園にも千曲小唄の歌碑が

設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）周辺の道路整備 

   計画対象地の右岸側の堤内地では、(都)千曲線の整備が進められている。(都)千曲線は国道 18

号と並行し、千曲市川東地区の中央を南北に走る地域幹線道路として位置付けられており、整備率

は令和２年度末までに９割程度となっている。(都)千曲線が整備されることにより、右岸側の堤防

道路の交通量が減少することが考えられ、今後、計画対象地と他のエリア間の移動（堤防道路の横

断）の安全性も改善されることが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画道路千曲線 位置図 

屋代駅
千曲市役所

至 長野市

至 上田市

（都）千曲線

千曲駅

戸倉駅

ふれあい福祉センター

拡大図

変更予定の千曲線（赤）

●白鳥園

●
戸倉体育館

● 千曲坂城消防本部

至 長野市

至 上田市

総合体育館入口 交差点
●
戸倉上山田交番

未整備区間
※線形はイメージ

（都）千曲線

千曲小唄 中山晋平作曲、正木不如丘作詞 

岩間逃げ水 ひそひそ小みちヨ 

木の根草の根 分けてきて 

さざめ合えばヨ 噂末ひろ千曲川 

ホイノホイノホイノ ヨサホイノホイ 

ショッコホイホイホイ 

宵のむつ言 月見草 

湯のまち戸倉ヨ 噂末ひろ上山田 

湯の香日ぐれて さらさら流れヨ 

浅瀬波立つ 恋はふち 

見る更科にヨ 噂末ひろ月田毎 

千曲河原の すいすい蛍ヨ 

湯の香くぐって また光る 

川中島にヨ 噂末ひろ越路まで 

恋のかけ橋 ほそぼそ灯ヨ 

千曲渡れば 湯の香まち 

沸き立つ思いヨ 噂末ひろ年々に 

大正橋の欄干に設置された歌碑 

千曲川万葉公園に

設置された歌碑 
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＜様式５＞ 

 

維持管理計画書 

１．継続的な有効利用に関する計画 

・これまで地域になかった「デイキャンプ場」「BBQ 広場」「マウンテンバイクコース」「ジョギング・

ランニングコース」等の新しいスポーツ・レクリエーション施設を整備し、周辺の地域や施設と

連携することで、デイキャンプ×温泉×スポーツといった新たなコンテンツで終日楽しめる場と

して日常的な利用者を増やす。 

  ・左岸側の堤防階段の整備により、これまで戸倉千曲川緑地公園を会場としたイベント時の課題で

あった、休憩場所や観覧場所の不足や温泉街からのアクセスの不便さなどが解消され、左岸エリ

アの安全性や利便性が向上することから、地域が主体となり設立された「戸倉上山田温泉まちづ

くり推進会議」において検討を行い、事業者（旅館業・飲食業）が積極的に参加する温泉街と河

川敷が連携した新たなイベントの企画・開催を積極的に行い、地域交流に寄与する。 

  ・「自然保全ゾーン」や「河川アクティビティゾーン」は既存の河川環境を活かし、散策路等の整

備や見通しの確保により安全に自然観察や釣りなどを楽しめる場として PR を行い、地域住民の

利用を促進するとともに、学校等と連携して自然観察会などのイベントの企画・開催を積極的に

行う。 

   

２．維持管理計画 

・施設の維持管理については、施設管理者が行う 

  ：国土交通省（管理用通路） 

    ：千曲市（高水敷の多目的広場やデイキャンプ場等の施設、戸倉千曲川緑地公園） 

  ・隣接する市所有施設（白鳥園、戸倉体育館エリア）の指定管理者等とも連携して、維持管理体制

を構築していく。 

  ・河川環境の整備（クズなどの除去、河畔林の維持管理など）を地域と連携して行うなど、国が推

進する住民参加型の河川管理（ボランティアサポートプログラム等）についても今後検討を行う。 

 

 

 


